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はじめに 
 

富津市では、「公共交通を必要とする人のためのものであること」、「公共交通というバトンを次世代

につなぐため、持続可能性を確保するものであること」の２つを基本的な考え方として、平成 30 年３

月に富津市地域公共交通網形成計画を策定し、これまでタクシー運賃助成事業や交通空白地対策など新

たな施策を実施してきたほか、富津浅間山バスストップの開設による都心とのアクセス向上など、既存

公共交通の維持確保と利便性の向上に努めてきました。 

このような中、令和２年２月頃から日本国内で広がり始めた新型コロナウイルス感染拡大により、公

共交通機関の利用者が激減しました。人々の生活様式が一変し、これまでの既存公共交通サービスを維

持出来なくなることが懸念されます。さらに、環境問題への対応や地域社会の発展と国際目標である「持

続可能な開発目標（ＳＤＧｓ※）」への取組みも求められています。 

こうした社会情勢の変化や法の趣旨等に対応し、令和５年度から５年間で実施する事業を明らかにし

た「富津市地域公共交通計画」を策定します。 

本計画は、市民、交通事業者、行政だけでなく、商業・観光施設、医療機関等の多様な主体と連携し、

公共交通を必要とする人のための地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保を目指します。 

 

※ＳＤＧｓとの関係性 

 ＳＤＧｓは、2015 年９月の国連サミットにおいて全会一致で採択された国際社会の共通目標であ

り、持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現に向けて、2030年を年限とする 17の目標（ゴール）

と 169のターゲットから構成される。 

 公共交通の分野においても、目標 11 の中で「2030 年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子ど

も、障害者及び高齢者のニーズに特に配慮し、公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善に

より、すべての人々に、安全かつ安価で容易に利用できる、持続可能な輸送システムへのアクセスを

提供する。」と掲げられている。 

 本市においても、ＳＤＧｓ達成に貢献できるよう、本計画を策定し、推進します。 
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１ 計画の概要 
 
（１）計画の目的 

富津市地域公共交通計画（以下、「本計画」という。）は、平成 30年 3月に富津市が策定した富津市

地域公共交通網形成計画（以下、「網形成計画」という。）を引き継ぎ、令和 5年度以降の本市におけ

る地域公共交通のマスタープラン策定を目的とするものです。 

計画策定にあたっては、令和 2 年 3 月以降の新型コロナウイルス感染症拡大による生活様式の変

化・多様化や、それに伴う公共交通利用者の減少を踏まえ、網形成計画で掲げた計画の目標や具体的

事業の進捗状況を把握するとともに、その事業実施により得られた効果（評価指標）を検証し、事業

継続や事業見直し等の検討を行い、今後 5年間の地域公共交通の取組みを策定します。 

 

（２）計画の位置付け 

令和 2 年 11 月に施行された地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（以下、「活性化再生法」

という。）の改正に伴い、平成 30年 3月に策定した網形成計画に代わる新たな法定計画の作成が努力

義務化され、「富津市地域公共交通計画」を策定するものです。 

法定計画としての地域公共交通計画は、以下に示す計画対象や実効性の確保を踏まえ策定する必要

があります。 

➢ 公共交通ネットワークの確保に加え、運行ダイヤや運賃等のサービス水準も対象とした総合的

な改善に取り組む 

➢ 地域の輸送資源を総動員し、それを具体的計画に盛り込むことができる 

➢ 定量的な目標設定や毎年度の評価の仕組みを示し、ＰＤＣＡの取組みを強化する 

このようなことから本計画は、高齢化の進展や新型コロナウイルス感染症拡大の影響等、社会経済

状況の変化に伴う移動手段確保等公共交通を取り巻く状況を、具体的なデータに基づき定量的に把握

し、網形成計画の評価とともに、今後 5年間の地域公共交通施策を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）計画区域 

平成 30年パーソントリップ調査（右図参照）によ

ると、市内移動と市外移動の比率は、市内移動 62％、

市外移動 38％であり、富津市民の日常生活圏域は、

君津市や木更津市、千葉市や東京都等の市外への移

動が拡大し、特に通勤や私事利用の比率が高い。 

しかし、自動車以外の手段で市外に行くためには、

市内を運行する鉄道やバス等を利用することにな

ることから、本計画の検討対象区域は、市民の生活

圏及び都心等の広域アクセスを配慮しつつ、富津市

全域とします。 

 

法改正により求められるもの 

網形成計画の評価 

社会経済情勢の変化 

地域公共交通計画 

富津市の上位・関連計画との整合 

62%

38%

市内・市外比率

富津市⇒富津市 富津市⇒市外
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（４）計画年次 

本計画の期間は、2023年度（令和 5年度）から 2027年度（令和 9年度）までの 5年間とします。 

また、計画期間内においても、社会情勢や市民ニーズ等の変化に適応するよう、必要に応じて計画

の見直し・修正を行います。 

 

■富津市地域公共交通計画と主な関連計画の計画期間 

年度 
～

2021 
2022 2023 2024 2025 2026 2027 

2028

～ 

富津市みらい構想（令和 4年 6月） 
 

 
    

 
  

富津市都市計画マスタープラン（平

成 29年 3月） 

 
       

第 2期富津市まち・ひと・しごと創

生総合戦略（令和 4年 3月改定版） 
        

富津市地域公共交通計画  
計画 

策定 
      

 

【公共交通を取り巻く社会情勢】 

 国では、地域公共交通を取り巻く情勢は大きく変化しており、人口減少社会

における生産性の向上という観点も踏まえ、次のような施策例など、更なる取

組みの強化に向けた検討を行っている。 

○MaaSとは？ 

 MaaSは個々人の移動ニーズに対して、複数の公共交通やそれ以外の移動サー

ビスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービスで、観

光・医療など交通以外のサービス等との連携することで、利便性向上・課題解

決に資する重要な手段となるもの。 

 

○自動運転の展開 

 ドライバーが行う運転中の認知や判断、操作などを、人間に代わってシス

テムが行うもの。2023年 4月より、特定の条件下（制限されたエリアの行

動など）での完全自動運転「レベル 4」が認められることとなっている。 

 北海道上士幌町では、令和 4年 12月より自動運転バスの定常運行を開

始。現状では自動運転レベル 2（ドライバーの監視が必要）だが、2023年度

中にレベル 4へ移行する予定。 

  

○AI乗合オンデマンド交通の運行 

 AIを活用した効率的な配車により、利用者予約に対し、リアルタイムに最適配車を行うシステム。各

地で実証運行・導入が進んでいる。 

 長野県茅野市では、令和 4年 10月より AI乗合オンデマンド交通「のらざあ」の運行を開始（それ

以前は実証運行）。一部の路線を除き、定時定路線型の路線を廃止し、「のらざあ」置き換え。隣接す

る原村でも導入に向けた動き。 

 

 

2022～2031 

2016～2035 

2020～2024 

2023～2027 
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２ 公共交通の現状 
 
（１）地域特性 

①地形的条件 ○南房総地域の玄関口に位置し、アクアライン開通で首都圏とのアクセス向上 

○地形は市北部が平坦で、中部から南部にかけて丘陵地が形成 

②人口動向 ○総人口は令和２年 10 月１日現在 42,465 人で、昭和 60 年をピークに減少傾向 

○年齢３区分別人口は年少人口、生産年齢人口の減少に続き、老年人口も令和 2 年

をピークに減少に転じる見込み（富津市人口ビジョン 2040） 

○高齢化率は令和２年 10 月１日現在 38.6％と、県平均 27.6％より高い。 

○人口は市北部富津地区を中心に多く、鉄道や

路線バス沿線に人口が分布しているが、バス

が運行していない地域にも一定の人口がある 

   ■年齢３区分別人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実績値は国勢調査、推計値は「国立社会保障・人口問題研究所」 

③交通手段特性 ○館山自動車道は令和２年３月に富津中央 IC～富津竹岡 IC 間で４車線化、同区

間内に富津浅間山ＢＳが設置され、令和元年 10 月に供用開始 

○自動車分担率は 78.6％と千葉県平均（41.9％）より高く、また鉄道、路線バスは

合計 10％未満と県平均より低く、自動車依存度が高い。 

○自動車保有台数は、ここ数年は横ばい傾向、自家用車中心の社会となっている。 

   ■代表交通手段別分担率（全目的） 資料：東京都市圏パーソントリップ調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

④主要施設配置 

 状況 

○青堀駅や大貫駅周辺など北部を中心に商業施設や医療機関が多数集中し、中部

から南部にかけて鉄道駅周辺や路線バス沿線に立地 

○マザー牧場、鋸山、富津公園などの観光施設は点在的に立地 

⑤市の財政状況 ○平成 27 年度から令和元年度までを計画期間とした「経営改革プラン」の取組み

により、財政指標の改善もみられるものの、今後の財政見通しでは、市税収入が

急激に減少する見込みであり、引き続き経営改革に取り組んでいる。 

⑥観光動向 ○マザー牧場、鋸山、ゴルフ場などの観光資源を有するが、観光客は近年減少傾向

にあった。さらに新型コロナウイルス感染症の影響で減少し、令和 3 年度はや

や回復し年間約 160 万人が訪れた。特に夏休み期間中の８月が最も多い。 

■人口分布（500ｍメッシュ） 

8.9%

5.1%

7.3%

6.1%

16.6%

17.1%

20.0%

22.5%

1.9%

1.1%

0.4%

0.4%

2.2%

1.5%

1.6%

1.8%

46.3%

67.6%

66.6%

78.6%

36.2%

45.5%

43.0%

41.9%

3.1%

2.6%

2.4%

0.6%

2.6%

1.9%

1.7%

1.3%

13.8%

7.9%

7.3%

3.7%

15.1%

13.3%

12.1%

10.7%

25.8%

15.7%

12.0%

10.4%

27.3%

20.6%

19.2%

20.7%

0.2%

4.0%

0.2%

0.1%
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1.3%
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（２）市の主な関連計画での公共交通の位置付け 

①最上位計画「富津市みらい構想」（令和４年６月） 

 

 

 

 

 

 

②優先計画「第２期富津市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（令和４年３月改定版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③関連計画「富津市都市計画マスタープラン」（平成 29年３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【計画期間】 

2016年（平成 28年）～2035年（令和 17年） 

【将来都市像】『豊かな自然に包まれた安全、安心で、

潤いのある暮らしを支え育むまち 富津』 

【都市づくりの基本的な考え方】 

○誰もが安全・安心、快適に暮らせる都市づくり 

○富津の魅力・資源を活かす都市づくり 

○市民・企業・行政がみんなで進める都市づくり 

 

 

《公共交通の整備方針》 

・高齢者や子ども等が、安全・快適に目的地へ行け

るよう、地域の実情に適した公共交通網の構築に

努めます。 

・駅の利用しやすい環境の整備を促進します。 

・高速バスについては、バスストップやバスターミ

ナルなどの整備や便数の増強を促進します。 

《環境への負荷の小さい都市づくり方針》 

・公共交通の利用を促進するとともに、公共交通機

関の低公害車両や効率的な運行システムの導入

を促進します。 

 

 

■将来都市構造 

【計画期間】2020年度（令和２年度）～2024年度（令和６年度） 

【基本目標】○くらしやすく、移住しやすい環境づくり➡【基本的な施策の方向】交通利便性を高める 

【交通利便性を高める】 地域や民間事業者と連携し、交通利便性の向上を目指します。 

 ○具体的な取組みと目標値（重要業績評価指標） 

 施策 目標値 

行政の取組み 市内の交通利便性維持、向上 

＜事業＞ ・富津市地域公共交通網形成 

計画に基づく事業 

公共交通網の整備に満足している

人の割合（市民アンケート調査） 

11.8％（H30）⇒25％（R6） 

地域・民間ができ

ること 

・民間企業所有のマイクロバスを使用していないときに活用する。 

市民ができること ・車を出すボランティアと利用したい高齢者などをマッチングする。 

 

【計画期間】2022年度（令和４年度）～2031年度（令和 13年度） 

【施策テーマ】テーマ７ 快適で便利なまち 

【目指す 10年後の姿】地域の皆さんや民間事業者との連携により交通利便性が向上したまち 

【基本方針】公共交通を必要とする人のために、多様な主体が連携し、移動手段の確保を 

図っていきます。 

➡【重点施策】様々な移動手段の導入に向けた取組みを進めます。 
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（３）公共交通機関等の状況 

①鉄道 

 

○JR 内房線が市の北西部の市街

地から南西部の海岸部を運行

中で、６つの駅があり、乗客数

は昭和 45年をピークに減少し、

近年は横ばい傾向で推移、新型

コロナ感染拡大の影響で令和

２年は減少するも、令和３年に

は増加 

○富津市に隣接する君津駅以南

の区間は単線区間であり、令和

３年３月のダイヤ改正で、日中

時間帯を中心に木更津-上総一

ノ宮間で新型車両によるワン

マン運転が開始 

○６駅全てで、エレベーター等の 

バリアフリー化は未整備 

②フェリー ○東京湾フェリーが富津市金谷港から横須賀市久里浜港を約 40 分で結び、「かなや

丸」と「しらはま丸」の２隻で、１日 14 便運航中 

○利用者数は東京湾アクアラインの開通（平成９年 12 月）及び平成 21 年からの利

用料金引き下げにより減少。以降横ばい傾向にあったが、新型コロナ感染拡大の影

響で令和２年は減少するも、令和３年には増加 

  

 

 

 

 

 

③高速バス ○市内に停車する高速バスは、「君津～東京線」と「白浜・館山～東京線」の２路線

であったが、令和元年 10 月の富津浅間山ＢＳ開設に伴い、「館山～羽田・横浜線」、

「館山～新宿線」、「千葉～館山線」の３路線が新たに利用可能になった。 

○富津浅間山ＢＳは開設直後に新型コロナウイルス感染拡大による影響もあり、当

初想定よりも利用者は少ない。従来より運行している「君津～東京線」と「白浜・

館山～東京線は感染拡大以前は横ばいの傾向 

○令和 4 年 9 月より、千葉～館山線の一部便の東京湾フェリーバス停への乗入を開

始 

 

 

 

 

 

■東京湾フェリー利用状況 

■内房線各駅の一日平均乗客数 

■高速バス 

乗降客数 

※H28～R1、R3の人口は常住人口、 

その他の年は国勢調査人口 
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④路線バス ○日東交通が８路線を運行中 

○新型コロナウイルス感染拡大以前は、富津線やイオンモール富津線、竹岡線、富津

市役所・君津駅線などでは横ばいから増加で堅調に推移 

○新型コロナウイルス感染拡大による外出自粛等の影響により、多くの路線では利用

者数が大きく減少。特に富津線、竹岡線、戸面原ダム線で大きく減少 

○イオンモール富津線、竹岡線、戸面原ダム線は令和３年も減少が続いているが、そ

れ以外の路線では減少に歯止めがかかり、微減～微増である。 

〇網形成計画の施策として、鉄道との接続改善など各路線ダイヤ改正を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤タクシー ○タクシー事業者は、市内に４事業所（富津公園タクシー、日の丸マリーンタクシー、

大佐和タクシー、天羽合同タクシー）があり、市の北部（青堀駅）に配車が集中 

○平成 29 年 11 月から大佐和タクシーが営業開始（大貫地区） 

⑥タクシー運賃

助成事業 

○令和元年７月から、65 歳以上の免許を持たない高齢者等を対象とした「タクシー

運賃助成事業」を開始。令和元年度（７月～翌３月の９カ月間）は 698 人・7,547

枚、令和３年度は 1,320 人・30,207 枚の利用があった。 

○タクシー運賃助成事業は、本市を営業圏域とするタクシー事業者をはじめ、介護・

福祉タクシー事業者等 21 事業者が参画している。（2022 年度） 

⑦自家用有償運

送（交通空白地

有償運送） 

〇竹岡地区では平成 31 年４月から自家用有償運送「ぷちバスわだち」の運行を開始。

初年度は 281 人/年の利用にとどまったが、令和２年 10 月に運行日や運賃などの

運行サービスを見直し、令和３年には 722 人/年へ利用者数は増加 

〇峰上地区では令和４年 12 月から自家用有償旅客運送「峰タク」の実証運行を開始。

本格運行への移行を目指し、取組みが進められている。 

■路線バス年間利用者数 
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⑧介護タクシー ○介護タクシー事業者は、市内に３事業所（介護タクシーたんぽぽ、かねだオークラ、

わくわく）があり、公共交通機関の利用に支援を要する利用者を対象に運行 

⑨福祉有償運送 ○福祉有償運送事業者は、市内に２事業所（金谷温淸会、わだち）があり、単独では

タクシー等の公共交通を利用できない身体障害者等を対象に運行 

⑩スクール 

バス 

○スクールバスは、大佐和中学校、天羽中学校、天羽小学校、環小学校への送迎を対

象に、11 路線を運行中（2022 年度） 

○スクールバス山中線、関豊線の２路線が市民混乗の路線だが、児童生徒以外の市民

の利用はほとんどない。 

⑪高齢者等移動

サービス 

○社会福祉協議会では、一人暮らし高齢者や高齢者世帯を対象に移動支援を図るた

め、「買物支援事業（令和２年度以降休止している）」や「交通手段支援事業（平成

29 年 4 月事業開始）」を実施中 

○自力での車の乗り降りが困難な障害者、要介護認定者には、乗降介助を行う福祉施

策を実施中 

○岩坂地区では、１団体（岩坂お助けクラブ）が地区住民を対象に互助による輸送を

実施している。 

⑫移動に対する

行政負担額 

○市民等の移動に対する市の負担額は、路線バスが約 4,600 万円（市負担のほか国県

負担約 1,800 万円）、スクールバスが約 1 億円、遠距離通学費補助金が約 100 万

円、タクシー運賃助成事業が約 1,500 万円、竹岡地区有償運送が約 115 万円（市

負担の他に国負担約 130 万円）、全体で約 1 億 6,300 万円（国県負担と合計で約 1

億 8,250 万円）を負担（令和３年度） 
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    ■市内公共交通網 

 

 

東京湾フェリー 

富津市金谷 

～横須賀市久里浜 

タクシー事業者 
市内 

配車状況 

京成タクシーかずさ 
イオンモー
ル富津周辺 

富津公園タクシー 青堀駅 

日の丸マリーンタクシー 青堀駅 

大佐和タクシー 大貫駅 

天羽合同タクシー 
佐貫町駅 
上総湊駅 
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（４）交通事業者等ヒアリング調査 

   市民や観光客など来訪者の定性的な利用特性や市の公共交通の問題点、地域公共交通の見直しに

あたって留意すべき点等を把握するため、交通事業者（鉄道、フェリー、高速バス、路線バス及び

タクシー）を対象に聴き取り調査・アンケート調査を行った。 

 

鉄道 

JR東日本 ○房総地域は日帰りニーズが高く、「サンキュー♡ちばフリーパス・

フリー乗車券」、地域と連携した「駅からハイキング」、「鋸山ワイ

ン」、「B.B.BASE鹿野山」などの商品を販売 

○君津以南の市内各駅の利用促進のためには、パークアンドライド

が可能な駅前駐車場の整備が必要。 

フェリー 

東京湾フェリー㈱ ○マザー牧場・鴨川シーワールド等の観光施設や、ゴルフ場利用な

どとの乗船パック、船上ビアガーデンなどの船上企画券を販売中。 

○鋸山日本遺産候補地域と関連しクルーズ運航（販売）を検討。 

○利用者からＪＲ内房線とフェリーとの接続に対する要望がある。 

○二次交通としてレンタサイクルを実施するとともに、カーシェア

リングの導入可能性を検討。 

○船員不足や燃料価格の上昇が課題。 

高速バス 

日東交通㈱ 

 

○コロナ禍で利用者が大幅に減少したため減便・計画運休を継続。 

○鋸山観光で千葉・館山線（南総里見号）の一部経路変更を実施。 

○富津浅間山ＢＳの利用促進をお願いしたい。 

路線バス 

日東交通㈱ 

 

 

○廃止代替バスを中心に、乗務員不足が課題。 

○利用者からはＪＲとの接続の要望はあるが、毎年実施されるダイ

ヤ改正にすべて対応するのは困難である。 

○高速バス・フェリー・鋸山ロープウェイだけでなく、移動販売業

者との連携（場所の提供など）も可能性を探っていきたい。 

○路線の再編については、路線を増やすことはできなくても、今あ

るものをうまく活用できる方策（路線の延伸など）を探っていき

たい。また、より利用しやすい方策（雨の日限定のチケットなど）

も検討していきたい。 

○待合所は、沿線の住民が設置したものが多く、維持管理の面で課

題がある。 

○ＩＣカードはコストが高い。より低コストで導入できるキャッシ

ュレス決済手段（PayPayなど）も検討している。 

○ノーカー・サポート優待証の問い合わせが増加。富津市は免許返

納率の伸びが大きく、タクシー運賃助成も問い合わせ増加に影響

しているのではないか。 

○小学生への乗り方教室は引き続き実施していきたい。 

タクシー 

日ノ丸マリーンタクシー㈱ 

㈲富津公園タクシー 

天羽合同タクシー㈲ 

京成タクシーかずさ㈱ 

㈱大佐和タクシー 

㈲鋸南タクシー 

○タクシー運賃助成事業の開始もあり、利用者数・売り上げともに

導入前よりも増加。 

○アプリ配車や決済端末の導入など、利用促進を図っている。 

○利用者からは、配車時間の短縮や助成券の利用枚数増加などの要

望がある。 

○乗務員不足や燃料価格の上昇が課題。 

 


